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高雄市街より望む大武山山塊
左から霧頭山（標高 2,736 メートル）、北大武山
（同 3,092メートル、台湾百岳の第 92座）、南大
武山（同 2,841メートル）。北大武山は台湾原住
民パイワン族の聖山である。

宝 島 の 歴 史を辿る

を
行
く

　
明
治
28
年
（
1
8
9
5
）、
日
本
の

台
湾
統
治
が
始
ま
る
と
、
北
回
帰
線
が

本
島
の
中
央
部
を
横
断
す
る
こ
の
亜
熱

帯
の
地
に
、
あ
ま
た
の
日
本
人
が
渡
り
、

魅
了
さ
れ
た
。
な
か
で
も
草
創
期
に

あ
っ
た
日
本
の
人
類
学
界
を
熱
狂
さ
せ

た
の
は
、
台
湾
原
住
民
の
存
在
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
激
動
の
時
代
の
な
か
で
原

住
民
の
生
活
は
大
き
く
変
わ
り
、
当
時

の
文
化
、
生
活
形
態
は
消
失
し
て
い
っ

た
。
現
在
14
族
が
認
定
さ
れ
て
い
る
原

住
民
た
ち
の
先
祖
伝
来
の
集
落
は
遺
棄

さ
れ
、
亜
熱
帯
の
鬱う
っ
そ
う蒼
と
し
た
草
叢
樹

木
の
底
に
ひ
っ
そ
り
沈
ん
で
い
る
。

　
最
近
、
台
湾
で
は
父
祖
の
地
へ
の
回

帰
運
動
が
起
り
つ
つ
あ
る
。
私
は
こ
の

失
わ
れ
た
地
の
復
活
を
祈
り
な
が
ら
、

１
０
０
年
以
上
前
に
あ
る
日
本
人
が
台

湾
の
山
中
に
辿た
ど

っ
た
道
を
歩
い
た
。

第
2
回

［文・写真］西 豊穰
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■右頁［右］チカタン社に到る産業道路より望むリ
キリキ渓谷　
■左頁［右上］リキリキ社頭目の住居跡と榕樹（ガ
ジュマル）の大木。頭目宅前には必ず榕樹があった
［左上］リキリキ社旧集落付近のサトイモ畑。サトイ
モはパイワン族の主食だ。『生蕃行脚』には「皮の儘
に煮て、外皮をむいて食ふのである。これは主食物
として蕃薯より優ること数等で、食ふて腹具合と云
ひ保ち方と云ひ蕃人の食物としては好適なものだと
思ふ」とある。燻製した里芋もよく食べられている

パ
イ
ワ
ン
族
の「
秘
道
」を
行
く

　
現
在
、
伊い
の
う
 
か
の
り

能
嘉
矩
、
鳥と
り
い居
龍り
ゅ
う
ぞ
う
蔵
、
森も
り
丑う
し
の之

助す
け

の
３
人
は
、
台
湾
人
類
学
草
創
期
の
三
巨

人
と
言
わ
れ
て
い
る
。
鳥
居
と
森
は
明
治
33

年
（
1
9
0
0
）、
台
湾
本
島
最
南
部
を
居

住
地
と
し
て
い
た
パ
イ
ワ
ン
（
排
湾
）
族
の

集
落
を
訪
ね
歩
い
た
。
今
か
ら
１
１
０
年
前

の
こ
と
だ
。

　
そ
の
時
の
踏
査
行
は
、
後
に
森
が
『
生
蕃

行
脚
』
の
タ
イ
ト
ル
で
講
演
す
る
こ
と
に
な

る
。
両
人
は
、
現
在
の
屏
東
県
春
日
郷
か
ら

入
り
、
来
義
郷
を
経
て
泰
武
郷
へ
、
南
か
ら

北
へ
踏
査
し
た
。
森
が
講
演
の
な
か
で
時
間

を
割
い
て
紹
介
し
た
の
は
、リ
キ
リ
キ
社（
現

春
日
郷
力
里
）、
ク
ナ
ナ
ウ
社
（
現
来
義
郷

古
楼
）、
ボ
ガ
リ
社
（
同
望
嘉
）
の
、
当
時
、

集
落
規
模
が
大
き
か
っ
た
３
社
だ
っ
た
。

　
日
本
の
台
湾
統
治
時
代
は
原
住
民
集
落
は

「
社
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
現
在
の
台
湾
で

は
、
こ
れ
ら
の
旧
社
名
は
、
現
代
の
集
落
名

の
前
に
「
旧
」
や
「
老
」
を
冠
し
て
区
別
し

て
い
る
。
実
際
そ
れ
ら
の
旧
集
落
跡
を
訪
ね

る
と
、
運
が
良
け
れ
ば
、
パ
イ
ワ
ン
族
の
伝

統
的
な
家
屋
様
式
で
あ
る
石
板
屋
の
壁
の
石

積
み
と
、
住
居
内
に
残
る
柱
の
役
割
を
果
た

す
大
き
な
石
板
（
ス
レ
ー
ト
）
や
、
住
居
前

に
敷
か
れ
た
石
板
の
回
廊
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
大
概
は
深
い
緑
の
下
敷
き
に

な
っ
て
い
る
。

　
原
住
民
の
生
活
道
、
狩
猟
道
、
婚
姻
道
、

集
落
間
の
連
絡
道
は
、
日
本
統
治
時
代
に
警

備
道
で
あ
る
「
理
蕃
道
」
に
整
備
さ
れ
た
。

現
在
で
は
、
多
く
の
集
落
が
先
祖
伝
来
の
山

間
の
集
落
を
離
れ
て
、
麓ふ
も
とへ
と
移
動
し
、
こ

れ
ら
の
道
を
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

し
か
も
、
新
し
い
集
落
と
旧
集
落
を
結
ぶ
道

は
、
ち
ょ
っ
と
山
を
歩
く
だ
け
と
は
い
か
ず
、

山
や
谷
を
横
切
り
、
長
距
離
を
移
動
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
今
、
当
時

の
踏
査
行
を
辿
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
深
い
緑

に
覆
わ
れ
た
「
秘
道
」
を
探
る
よ
う
に
進
む

旅
と
な
る
。

浸
水
営
古
道
の
大
集
落
跡

　
屏
東
県
水
底
寮
と
台
東
県
大
武
を
結
ぶ
浸

水
営
古
道
は
、
台
湾
の
古
道
を
代
表
す
る
一

つ
で
、
５
０
０
年
の
歴
史
を
持
つ
。
今
は
、

南
台
湾
に
お
け
る
マ
ウ
ン
テ
ン
・
バ
イ
ク
乗

り
の
メ
ッ
カ
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
の
沿
線

に
は
パ
イ
ワ
ン
族
の
集
落
が
点
在
し
て
い
た

が
、
今
で
は
す
べ
て
が
遺
棄
さ
れ
た
。
そ
の

な
か
で
最
大
の
集
落
が
リ
キ
リ
キ
社
だ
っ
た
。

『
生
蕃
行
脚
』
は
こ
の
集
落
か
ら
始
ま
る
。

　
私
は
こ
の
リ
キ
リ
キ
社
の
遺
構
に
辿
り
着

こ
う
と
、
森
が
撮
影
し
た
写
真
を
参
考
に
旧

集
落
の
お
お
よ
そ
の
位
置
を
割
り
出
す
な
ど

し
て
、
数
年
に
渡
っ
て
何
度
も
足
を
運
ん
だ

が
、
鬱
蒼
と
し
た
茂
み
に
阻
ま
れ
、
挙
句
は

力
里
村
（
現
リ
キ
リ
キ
社
）
の
村
長
さ
ん
に

同
行
を
お
願
い
し
て
、
よ
う
や
く
到
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　
浸
水
営
古
道
の
一
部
を
な
す
林
道
脇
に
、

旧
集
落
へ
の
入
口
が
あ
る
。
2
0
0
8
年
に

原
住
民
の
有
志
に
よ
っ
て
旧
集
落
が
整
備
さ

れ
、
林
道
脇
に
地
図
が
掲
げ
ら
れ
て
か
ら
は
、

比
較
的
道
も
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
。
そ
の

地
図
に
は
、「
日
治
神
社
」「
日
治
駐
在
所
」

「
公
学
校
（
蕃
童
教
育
所
）」、「
日
治
古
道
」

（
理
蕃
道
）
の
文
字
が
あ
る
。
こ
れ
ら
日
本

領
有
時
代
の
も
の
が
、
今
で
も
旧
集
落
の
存

在
を
証
明
す
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
、
当
時
の
台
湾
原
住
民
社
会
と
日
本
人
と

の
関
係
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。

　
現
地
に
立
つ
と
、
神
社
、
駐
在
所
、
学
校

は
、
集
落
の
一
番
高
い
場
所
に
設
け
ら
れ
た

こ
と
が
分
か
る
。
草
木
を
切
り
払
い
整
理
さ

れ
た
の
は
従
来
の
旧
集
落
の
一
部
に
過
ぎ
な

い
の
だ
が
、
頭
目
の
住
居
周
辺
の
何
本
も
の

奇
怪
に
う
ね
る
榕
樹
（
ガ
ジ
ュ
マ
ル
）
の
大

木
を
見
て
い
る
と
、
森
自
身
の
言
葉
に
よ
る

「
堂
々
た
る
大
蕃
社
」
で
あ
っ
た
様
子
が
よ

み
が
え
っ
て
く
る
。

戦
歿
勇
士
が
眠
る
大
地

　
来
義
林
道
か
ら
登
山
道
を
歩
く
こ
と
６
時

間
ほ
ど
で
ク
ナ
ナ
ウ
社
に
辿
り
着
く
。
ク

ナ
ナ
ウ
社
は
、
現
在
の
高
雄
県
鳳
山
と
台
東

県
太
麻
里
を
結
ぶ
崑
崙
拗
古
道
の
中
央
山
脈

西
側
段
沿
線
に
あ
る
。
明
治
７
年
（
１
８
７

４
年
）、
琉
球
の
漂
着
民
の
虐
殺
を
き
っ
か

け
に
日
本
が
原
住
民
討
伐
に
出
兵
し
た
牡
丹

社
事
件
以
降
、
清
朝
は
台
湾
山
岳
部
で
の
道

の
開
削
を
進
め
た
。
そ
の
う
ち
南
部
に
開
削

さ
れ
た
の
が
崑
崙
拗
古
道
だ
。
現
在
、
こ
の

古
道
西
段
は
ク
ナ
ナ
ウ
社
へ
到
る
道
と
し
て
、

ま
た
中
央
山
脈
最
南
の
衣
丁
山
へ
の
登
山
道

と
な
っ
て
い
る
が
、
古
道
東
段
は
一
般
に
利

用
さ
れ
て
い
な
い
。

　
ク
ナ
ナ
ウ
社
は
台
湾
で
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
。
と
い
う
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中

［上］当時のリキリキ社で撮影された古写真。雪豹の毛皮
で作った頭目の礼服を着た男性。左足下には、二つの杯
をつなげた連杯がある。祝いの席で二人で一緒に酒を飲
む時に使われる。（写真：東京大学総合研究博物館）
［左］クナナウ社にある「戦歿勇士之墓」。第二次世界大戦
末期、日本軍は台湾原住民から成る高砂義勇隊を編制し
た。合計７回編制され、フィリピンをはじめとする南洋
諸島の戦闘に投入された。軍人ではなく軍属という扱い
だったが、実際の戦闘に参加、多数の戦死者が出た

台東県屏東県

潮州鎮

春日郷

来義郷

泰武郷

大武郷

太麻里郷金峰郷

北大武山

七佳渓

崑崙拗古道
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1　カビアガン社
2　クワルス社
3　ライ社
4　クナナウ社
5　ボガリ社
6　プツンロク社
7　チカタン社（老七佳）
8　リキリキ社

1　佳平（ 現カビアガン ）
2　泰武（ 現クワルス ）
3　来義（ 現ライ ）
4　古楼（ 現クナナウ ）
5　望嘉（ 現ボガリ ）
6　文楽（ 現プツンロク ）
7　七佳（ 現チカタン ）
8　力里（ 現リキリキ ）

　

 

旧
集
落

　

 

現
集
落 ◎高雄市

◎台東市

◎台北市

屏東県
浸水営古道

6
6

※古道は車道整備された部分を除く

力里渓
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［右］草に覆われた頭骨架跡。日本統治時代に首狩りの風習は根絶したというが、今も二
つの頭骨が安置されている。もともとは四つ残っていたが、二つは消失したそうである

に
日
本
軍
の
兵
士
と
し
て
戦
っ
た
高
砂
義
勇

隊
の
「
戦
歿
勇
士
之
墓
」
が
現
存
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
台
湾
の
人
に
と
っ
て

は
、「
崑
崙
拗
古
道
＝
ク
ナ
ナ
ウ
社
遺
構
＝

高
砂
義
勇
隊
の
墓
＝
悲
哀
」
と
い
う
コ
ン
テ

キ
ス
ト
の
な
か
で
理
解
さ
れ
て
い
る
。

「
戦
歿
勇
士
之
墓
」
は
、
村
の
入
口
を
入
る

と
山
手
側
に
わ
ず
か
に
残
さ
れ
た
住
居
遺
構

を
見
下
ろ
す
よ
う
な
形
で
立
っ
て
い
る
。
高

さ
２
メ
ー
ト
ル
弱
、
幅
60
セ
ン
チ
強
、
パ
イ

ワ
ン
族
特
有
の
一
枚
岩
板
の
表
面
に
「
戦

歿
勇
士
之
墓
」
と
大
書
き
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
墓
標
の
下
に
は
石
製
の
小
さ
な
箱
が
あ

り
、
頭
髪
、
指
の
骨
、
爪
が
納
め
ら
れ
て
い

る
と
い
う
。
同
様
の
墓
が
、
ク
ナ
ナ
ウ
社
に

到
る
林
道
沿
線
に
残
る
ラ
イ
社
（
現
来
義
郷

来
義
）
跡
に
も
現
存
し
て
い
る
。
こ
ち
ら
は

完
全
な
墳
墓
様
式
で
銘
文
も
あ
る
が
、
一
般

に
は
ま
っ
た
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
両
墳
墓

と
も
、
草
深
い
父
祖
伝
来
の
地
に
ひ
っ
そ
り

と
眠
る
勇
士
の
誇
り
を
守
っ
て
い
る
。

草
む
す
頭
骨
架

　
ボ
ガ
リ
社
は
、
台
湾
で
は
一
般
に
紹
介
さ

れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、『
生
蕃
行

脚
』
で
森
は
時
間
を
割
い
て
紹
介
し
て
い
る
。

当
時
、
原
住
民
の
間
で
は
、
首
狩
り
の
風
習

が
あ
っ
た
。
日
本
人
の
郵
便
物
運
搬
を
請
け

負
っ
て
い
た
リ
キ
リ
キ
社
の
人
が
ボ
ガ
リ
社

の
人
の
首
狩
り
に
遭
い
、
両
集
落
間
に
緊
張

が
走
っ
て
い
る
最
中
に
森
と
鳥
居
は
こ
れ
ら

二
つ
の
部
落
と
一
帯
の
原
住
民
集
落
を
踏
査

し
て
い
た
。
森
は
、
ボ
ガ
リ
社
の
頭
骨
架
脇

に
吊
る
さ
れ
て
い
た
、
こ
の
リ
キ
リ
キ
社
原

住
民
の
生
首
を
か
ば
ん
に
忍
ば
せ
持
ち
帰
っ

て
い
る
。

　
森
に
よ
る
と
、
ボ
ガ
リ
社
に
は
「
昔
か
ら

苔
に
蒸
せ
し
石
畳
の
う
ち
に
あ
る
古
髑
髏
の

み
で
も
四
、
五
百
顆
を
数
へ
、
従
来
見
た
所

の
パ
イ
ワ
ン
族
蕃
社
の
頭
骨
架
の
う
ち
で
も

最
大
な
る
も
の
」
が
か
つ
て
存
在
し
た
。
そ

し
て
、
今
も
そ
の
場
所
に
頭
骨
が
あ
り
、
頭

骨
架
の
脇
に
は
、「
ボ
ン
ガ
リ
頭
骨
塚
」
と

銘
の
あ
る
日
本
様
式
の
墳
墓
も
立
っ
て
い
る
。

首
狩
り
を
悪
し
き
習
慣
と
み
な
し
た
台
湾

総
督
府
は
、
こ
の
「
悪
習
」
の
根
絶
に
努
め
、

そ
れ
ま
で
頭
骨
架
に
安
置
さ
れ
て
い
た
頭
骨

を
一
括
埋
葬
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る
。

時
を
超
え
て
生
き
る
村

『
生
蕃
行
脚
』
で
は
チ
カ
タ
ン
社
に
触
れ
て

い
な
い
が
、
こ
こ
に
は
伝
統
集
落
が
現
存
し

て
い
る
。
現
在
40
戸
あ
ま
り
の
住
居
が
完
全

な
形
で
残
り
、
10
人
程
度
が
暮
ら
し
て
い
て
、

保
存
状
態
は
非
常
に
良
好
だ
。
外
部
へ
の
広

報
も
盛
ん
で
、
民
宿
も
あ
り
、
学
童
向
け
の

教
育
・
文
化
ツ
ア
ー
も
組
ま
れ
て
い
る
。

　
チ
カ
タ
ン
社
は
戦
後
少
な
く
と
も
二
度
移

村
し
て
お
り
、
も
と
も
と
の
チ
カ
タ
ン
社
は

老
七
佳
、
最
初
の
移
村
の
地
が
旧
七
佳
、
二

度
目
の
移
村
の
地
、
即
ち
現
在
の
地
が
七
佳

と
呼
び
分
け
ら
れ
て
い
る
。
集
落
が
残
る
老

七
佳
ま
で
は
旧
七
佳
と
の
間
の
登
山
道
を
歩

く
方
法
も
あ
る
が
、
今
は
産
業
道
路
が
通
っ

て
い
る
の
で
、
ア
ク
セ
ス
が
非
常
に
便
利
に

な
っ
た
。「
世
界
遺
産
へ
登
録
し
よ
う
」
と

い
う
勇
ま
し
い
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

聳
え
立
つ
聖
山
・
北
大
武
山

『
生
蕃
行
脚
』
の
終
盤
に
は
、
パ
イ
ワ
ン
族

の
聖
な
る
地
・
北
大
武
山
に
到
達
す
る
。
北

大
武
山
は
台
湾
五
嶽
の
一
座
、
中
央
山
脈
最

南
の
３
０
０
０
メ
ー
ト
ル
峰
。
高
屏
平
野
の

東
端
か
ら
急
激
に
立
ち
上
が
っ
て
い
る
た
め
、

天
気
が
良
け
れ
ば
高
雄
市
街
か
ら
望
め
る
。

　
1
9
0
0
年
の
踏
査
行
の
際
、
森
は
「
パ

イ
ワ
ン
蕃
人
の
発
祥
の
地
と
し
、
又
彼
等
の

死
霊
の
こ
の
山
に
還
る
と
云
ひ
、
信
仰
的
に

も
崇
敬
せ
る
霊
峰
」
で
あ
る
北
大
武
山
へ
の

登
攀
を
試
み
た
が
果
た
せ
な
か
っ
た
と
述
べ

て
い
る
。
現
在
、
北
大
武
山
登
山
口
に
つ
な

が
る
自
動
車
道
沿
線
に
は
、
カ
ピ
ヤ
ガ
ン
社

や
ク
ワ
ル
ス
社
の
集
落
遺
構
が
点
在
し
て
い

る
。
そ
こ
ま
で
到
る
と
、
屏
風
の
ご
と
く
立

ち
は
だ
か
る
北
大
武
山
の
大
岩
壁
が
眼
前
を

遮
る
。
な
ぜ
パ
イ
ワ
ン
族
に
と
っ
て
北
大
武

山
が
聖
な
る
山
で
あ
る
の
か
を
感
じ
ら
れ
る

瞬
間
で
あ
る
。
■

※
「
台
湾
古
道
を
行
く
」
は
不
定
期
で
連
載
し
ま
す
。

■右頁［右上］ボガリ社旧集落の住居跡に残る表札。戦後
も相当長い期間（一部地域では現在でも）カタカナが使
われていた
［右中央］ボガリ社の祭場の祠の石板に彫られた守護神
［右下］プツンロク社とボガリ社を結ぶかつての警備道
■左頁［右上］チカタン社の伝統集落の甍の波
［左上］北大武山頂上稜線上に残る日本統治時代の大武
祠。鳥居階段の袂には高砂義勇隊顕彰碑の碑文のみが残
る。60年の風雪（南台湾でも高地は積雪する）に耐えた
木製の鳥居は、バシー海峡と南洋諸島を向いている

森丑之助（1877～1926） 
京都府出身。 伊能嘉矩と鳥居龍蔵の台湾における人類学研究の成果が当時から評価されていたの
に対し、森が評価を得るようになったのは、つい最近のことである。それも森を積極的に評価し
たのは、むしろ現代の台湾人研究家だった。伊能と鳥居が、当時の日本の人類学の草分け的存在
であった東京帝国大学の坪井正五郎の薫陶を受けたのに対し、森は学術的なバックグランドを持
たなかった。森は、二十余年に渡り、台湾の山岳、渓谷、そして当時生蕃、後には高砂族といわれた
原住民の集落を跋山渉水する。森は生涯、台湾原住民を尊愛した。最期は、日本航路の客船内で行
方不明となり、海中へ身を投げたとされた。台湾総督府の理蕃政策との板ばさみが原因と言われ
ている。

（本文中の『生蕃行脚』は、楊南郡編著「幻の文化人類学者森丑之助 - 台湾原住民の研究に捧げた生涯」
（笠原政治・宮岡真央子・宮崎聖子編訳／ 2005 年　風響社出版より引用）

左写真：東京大学総合研究博物館


